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現在学生の興味関心や、留学生や年齢が高い学生も増加の傾向にあり、大学生の質が様々
な面において多様になってきている。そのため 、大学教育において選択肢を増やそう
としている真っ只中であり、時代の変化や社会の要請に適切に対応した教育活動を行うと
ことが日々求められている。この求められていることに対して現実的に対応できるよう全
力でサポートしていきたい。
また、工房担当になったため、フィジカルで制作していく楽しさを学生に伝えると同時に
自身の研究内容である抽出、構成、版表現など線を生み出す工程に層を作ることで自分の
肉体から出た生々しい線から距離が生まれ、冷静さが確立される。私と生み出された図案
の距離感を保つための工夫をシルクスクリーンとインストールの仕方を通してもっと間接
的に伝える方法をこれからの研究で確率させたいと考えている。
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